
成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

予定なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

本事業は、教育効果が高いことから引き続き実施したい。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 予定なし

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

中学校英語指導員 雇用契約 ９名 17,567,615

うち経済産業省分

交付金事業の成果および
評価

生徒は英語に慣れ親しみ、実践的なコミュニケーション能力を育成することができ、進んで異なった文
化を理解し、積極的に国際交流を行なっていけるような資質を育成することができた。また、中学校教
員は、この事業を通して、英語活動の実際的な指導方法・指導技術等を習得するとともに、効果的な教
材教具のあり方についても学ぶことができた。（４月～１月分に充当）
（外国語指導助手の英語授業を受けた生徒数）
　平成25年度　1,452人　平成26年度　1,423人　平成27年度　1,346人

総事業費 17,567,615 交付金充当額 16,348,000

うち文部科学省分 16,348,000

交付金事業者名または間接交付金事業者名 高島市

交付金事業実施場所 高島市内各中学校

交付金事業の概要
英語を母語とするネイティブスピーカーの外国語指導助手を雇用し、市内の６中学校に１名ずつ配置
し、英語担当教員等と一緒に英語授業の補助を行ったり、教材や教具等の開発に当たった。

番号 措置名 交付金事業名

3 地域活性化措置 中学校英語指導員設置事業


